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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月1日(2014.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四官能以上の（メタ）アクリレート（Ａ１）、パーフルオロポリエーテル（メタ）アク
リレート（Ｂ１）、有機溶剤（Ｃ１）及び光重合開始剤（Ｄ１）を含有する紫外線硬化性
組成物（１）をフィルム基材の上に塗布して、塗膜中の有機溶剤（Ｃ１）を揮発させた後
に紫外線を照射することにより硬化させて得られる０．２～１．５μｍの膜厚の離型層が
フィルム基材上に形成された離型フィルム。
【請求項２】
　紫外線硬化性組成物（１）中のパーフルオロポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｂ１
）の含有量が四官能以上の（メタ）アクリレート（Ａ１）１００質量部に対して２～４質
量部である請求項１に記載の離型フィルム。
【請求項３】
　フィルム基材が易接着層を有するポリエチレンテレフタレートフィルムである請求項１
又は２に記載の離型フィルム
【請求項４】
　下記（イ）～（ハ）の工程を有する、樹脂基材の表面にパーフルオロポリエーテル（メ
タ）アクリレート（Ｂ－２）を含む活性エネルギー線硬化性組成物（２）の硬化被膜が積
層された樹脂積層体の製造方法。
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（イ）四官能以上の（メタ）アクリレート（Ａ１）、パーフルオロポリエーテル（メタ）
アクリレート（Ｂ１）、有機溶剤（Ｃ１）及び光重合開始剤（Ｄ１）を含有する紫外線硬
化性組成物（１）をフィルム基材の上に塗布して、塗膜中の有機溶剤（Ｃ１）を揮発させ
た後に紫外線を照射することにより硬化させて得られる０．２～１．５μｍの膜厚の離型
層がフィルム基材上に形成された離型フィルムの離型層の面と樹脂基材とを、パーフルオ
ロポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｂ２）を含む活性エネルギー線硬化性組成物（２
）の塗膜を介して、積層して得られる活性エネルギー線硬化性組成物（２）の塗膜含有積
層体形成工程
（ロ）活性エネルギー線硬化性組成物（２）の塗膜含有積層体に活性エネルギー線を照射
して活性エネルギー線硬化性組成物（２）の硬化被膜を形成させる活性エネルギー線硬化
性組成物（２）の硬化被膜含有積層体形成工程
（ハ）活性エネルギー線硬化性組成物（２）の硬化被膜含有積層体から離型フィルムを剥
離する剥離工程
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の要旨とするところは、四官能以上の（メタ）アクリレート（Ａ１）、パーフル
オロポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｂ１）、有機溶剤（Ｃ１）及び光重合開始剤（
Ｄ１）を含有する紫外線硬化性組成物（１）をフィルム基材の上に塗布して、塗膜中の有
機溶剤（Ｃ１）を揮発させた後に紫外線を照射することにより硬化させて得られる０．２
～１．５μｍの離型層がフィルム基材上に形成された離型フィルムを第１の発明とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の要旨とするところは、下記（イ）～（ハ）の工程を有する、樹脂基材の
表面にパーフルオロポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｂ２）を含む活性エネルギー線
硬化性組成物（２）の硬化被膜が積層された樹脂積層体の製造方法を第２の発明とする。
（イ）四官能以上の（メタ）アクリレート（Ａ１）、パーフルオロポリエーテル（メタ）
アクリレート（Ｂ１）、有機溶剤（Ｃ１）及び光重合開始剤（Ｄ１）を含有する紫外線硬
化性組成物（１）をフィルム基材の上に塗布して、塗膜中の有機溶剤（Ｃ１）を揮発させ
た後に紫外線を照射することにより硬化させて得られる０．２～１．５μｍの膜厚の離型
層がフィルム基材上に形成された離型フィルムの離型層の面と樹脂基材とを、パーフルオ
ロポリエーテル（メタ）アクリレート（Ｂ２）を含む活性エネルギー線硬化性組成物（２
）の塗膜を介して、積層して得られる活性エネルギー線硬化性組成物（２）の塗膜含有積
層体形成工程
（ロ）活性エネルギー線硬化性組成物（２）の塗膜含有積層体に活性エネルギー線を照射
して活性エネルギー線硬化性組成物（２）の硬化被膜を形成させる活性エネルギー線硬化
性組成物（２）の硬化被膜含有積層体形成工程
（ハ）活性エネルギー線硬化性組成物（２）の硬化被膜含有積層体から離型フィルムを剥
離する剥離工程
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